
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

令和元年 7月に策定された「新潟県園芸振興基本戦略」に基づき、園芸生産拡大に向けた

取り組みを関係機関一体となって推進しています。 

今回は、市内 JA が掲げた「産地育成計画」の品目の中から、「そらまめ」を作っている

農家さんを紹介します！ 

 

〇栽培農家さんに聞きました！～ そ ら ま め 編 ～ 

○：播種、△：定植、■：収穫 

1億円産地を目指して！ 
 

「園芸導入事例」、「支援事業」、「研修案内」など紹介します 

園芸情報(R2・8 月号)  
阿賀野市農業振興協議会 

＊きっかけを教えてください 

元々、水稲をしていたのですが、

空いている時期を活用できないか

と考えていました。そこで、兄から

そらまめはあまり手間がかからず

収入になるというアドバイスをも

らい作り始めました。今年で 4 年

目になりますが、今までで一番収

量がよかったです。 

＊どんな人が向いていますか？ 

忍耐力や細かいことが得意な人

ですね。調整作業では、長時間同じ

作業を行うので、そういったことに

耐えられる人がよいと思います。 

＊留意点やコツは？ 

播種と定植は遅くした方がよいです。若い苗は低温に強いの

ですが、生育が進むにしたがって耐寒性が弱まります。寒さに

強いそらまめにするため指針より遅い 11 月下旬頃に行ってい

ます。また、ほ場選びにも気をつけています。連作障害を防ぐ

ためにブロッコリーなどのアブラナ科を栽培した後のほ場を選

ぶなどして、毎年変えて栽培しています。 

📌生産者メモ 

樋口宏明さん（33 歳・安田地区） 

・就農：4 年目 

・栽培品目：そらまめ(16a)・キャベツ

(50a)・にんじん(20a)・ブロ

ッコリー(20a)・ねぎ(50a)・

白菜(5a) 

・出荷先：主に市内の直売所、スーパー 

・従業員：3 人（繁忙期） 

 

【樋口さんの作業スケジュール】 

＊今後の目標をお願いします 

 地域貢献をしていきたいです。地

産地消の推進として、現在キャベツ

やにんじんを学校給食に提供して

います。ですが、そらまめは学校給

食に出していなく、若い人にあまり

馴染みがないので食べてもらえる

ような工夫ができたらと思います。 

 

＊やりがいを感じるときはどんな時ですか？ 

そらまめに限らずですが、直売所で陳列をしているときに「美

味しかったよ」と直接お客様に声をかけてもらえた時です。やは

り、お客様の生の声を聞けるのはとても嬉しいことです。 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

そら

まめ

そらまめのさやを千切り

にするとピーマンの味が

するっちょ！ 

皆さんもぜひ試してみて

っちょ！ 

阿賀野市イメージキャラクター 

「ごずっちょ」 



 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症に気をつけましょう！ 

農作業中の熱中症発生は 7∼8月が多く、屋外での作業中に集中しています。特に、高齢の方は、のどの

渇きや気温の上昇を感じづらくなるので、注意が必要です。日中の気温が高い時間帯の作業は極力避け、

どうしても必要な時は帽子を被り、作業時間を短くしましょう。また、のどが乾いていなくてもこまめに

水分補給をしましょう。 

                                                    

☀ ☀ 

農作物の管理に注意 

農作物を収穫し外に置いたままにしておくと、鳥獣の被害に遭う事例が

多発しています。皆様の大切な農作物が被害に遭わないように管理の徹底

をお願いします。 

                                                    

② 園芸ハウスリニューアル事業（継続） 

～施設園芸ハウス更新時に必要な経費を支援します～ 

・補助対象：園芸ハウス本体及び附帯設備の更新等に係る経費（工賃含む） 

      例：ハウスビニールの張替え、遮光の内張り、防風ネット等 

・補助額：補助対象経費の 1/2以内（上限額 50万円） 

（事業費が 20万円を超えるもの） 

・要 件：野菜・果樹・花卉の生産・販売に取り組む農業者等 

園芸ハウスは保険に加入していること。 

園 芸 関 連 支 援 事 業 紹 介 
 

① 園芸ヘルパー助成事業（新規） 

～定植や収穫作業時の繁忙期に臨時雇用する作業員の賃金を補助します～ 

・対象者：産地育成品目※を生産する農業者、農業法人、生産組合等 

     ※「Ｒ2に導入をすすめる 11品目」です 

 

 

 

・補助額：臨時雇用経費の 1/2以内（上限額 10万円） 

・要 件：①露地で概ね 20a 以上、施設ハウスで概ね 2a以上の作付を行い臨時雇用すること。※但し、

家族、構成員は除く 

②市場、直売所出荷および学校給食等を販売目的に作付すること。 

 

 

★ＪＡ・農林課・普及センターでは、さまざまな品目の栽培指導や支援を行うなど、園芸生産をサポートしています。 

ご興味がある方は下記までお問い合わせください。 

【お問い合わせ先】 ○ＪＡ北蒲みなみ 営農センター（樋口・小林）  TEL62-2235 

        ○ＪＡささかみ 本所営農課（石山）             TEL25-7252 

        ○新発田農業普及指導センター（野菜）           TEL0254-26-9126 

        ○新発田農業普及指導センター（花・果樹）       TEL0254-26-9155 

                ○阿賀野市農林課農林振興係（直通）             TEL61-2478 

 

 

阿賀野市イメージキャラクター 

「ごずっちょ」 

えだまめ・そらまめ・カリフラワー・ねぎ・キャベツ・たまねぎ・さといも・トマト(ミニトマト含

む)・ぶどう・いちじく・冬野菜(小松菜、ほうれん草、春菊など) 

 


